
平成２１年度一般会計当初予算説明資料
３款 民生費

１項 社会福祉費 障害福祉課（内線：７８６２）

（ ）１２目 障害者自立支援事業費 単位：千円

財 源 内 訳
事 業 名 本 年 度 前 年 度 比 較 備考

起債 その他 一般財源国庫支出金

地域生活支援事業 (10,487) (7,080) (3,407) (3,625) (3,370) (3,492)

（高次脳機能障害支 7,867 7,080 787 3,475 900 3,492

（基金繰入金）援普及事業）

トータルコスト 15,324千円（前年度16,747千円）

従事する職員数 正職員：0.9人

主な業務内容 研修会の開催、地域資源調査への協力、総括的相談対応、委託業務

※上段（ ）内の数値は商工労働部の緊急雇用創出事業計上分を含む額説 明

１ 事業の目的

高次脳機能障害（※）のある方の支援体制が充分に整っていないため、次のことを目的として実施

する。

（１）医療から福祉、地域への一貫した支援体制を確立するためのネットワークを構築する。

（２）支援体制確立のための必要な人材育成を行うとともに、普及啓発を行い、高次脳機能障害の理

解を得る。

※高次脳機能障害

交通事故等の頭部外傷や脳血管障害などによる脳の損傷により、言語、思考、記憶等の様々

な機能に障害が生じるもの。

外見からはわかりにくく、誤解を受けやすいため、人間関係のトラブルを繰り返すことも多

く、社会復帰が困難な状況に置かれているのが現状。

２ 事業の内容

（１）高次脳機能障害者支援事業（4,015千円 国1/2、県1/2）

鳥取大学医学部附属病院に「高次脳機能障害者支援拠点機関」を設置し、主に以下の業務を実施。

①急性期医療から回復期医療、及び医療から福祉への連携を確保するための関係機関への働き

かけを行う。

②専門的な見地から、関係機関からの医療的な相談に対応する。

（２）高次脳機能障害支援連携強化事業（900千円 基金10/10）

事業名 実施主体 内容

高次脳機能障害支援連 作業療法士会 医療専門職のスキルアップと多職種間連携の

携強化事業 言語聴覚士協会 基盤づくりとなる職種間交流等を目的とした研

医療社会事業協会 修を実施する団体へ補助を実施。

（３）高次脳機能障害相談支援専門研修・事例研究発表会（1,270千円 国1/2、県1/2）

事業名 対象者 内容

高次脳機能障害相談支 市町村 相談支援事業所 障害者の身近な相談機関である相談支援事業、 、

援専門研修、事例研究 医療機関、障害福祉サー 者を対象とした研修や、職種間交流を目的とし

発表会 ビス事業所等 た支援事例研修会を開催。

（４）高次脳機能障害者家族会補助金（1,682千円 国1/2、県1/2）

高次脳機能障害者家族会に対し、当事者の立場による相談対応、当事者及びその家族や一般県

民を対象とした普及啓発事業に要する経費を助成。

（５）高次脳機能障害者支援普及パンフレット作成事業（2,620千円）

高次脳機能障害の支援体制等のフロー図、既存の社会資源等を紹介したパンフレット作成を

鳥取大学医学部附属病院に委託し、各医療機関、障害福祉サービス事業所等に配布する。

（緊急雇用創出事業を活用：商工労働部一括予算計上）

雇用創出人数 ２人
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